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第１章 計画の概要

1.計画の趣旨

平成１７年６月、国は食育基本法を制定し、子どもたちが生きる力を身につけていくためには何より

も食が重要であると明記し、食育は子どもたちが健全な心と身体を培い、豊かな人間性を育んでいく基

礎となるものであるとしています。

八峰町では、平成２３年３月に「八峰みんなの食育プラン」を策定し、町民一人ひとりが健全でいき

いきとした人生を送るため、また、未来を担う子どもたちが正しい食生活の知識を身につけ、食の大切

さを認識できるよう、関係機関が連携して、総合的に食育を推進してきました。

平成 29 年度には第１次計画の基本的方向性を維持しながら、家庭、子ども園、学校、地域、行政な

どがそれぞれに役割を担い、連携を図りながら食育を推進するため、「第２次八峰みんなの食育プラン」

を策定し、食育を推進してきました。

2.計画の位置づけ

この計画は、六次産業化・地産地消法第４１条による地産地消の推進を図るための促進計画及び食育

基本法第１８条に規定された市町村食育推進計画として位置づけられるとともに、八峰町総合振興計画

のまちづくりの将来像「白神の自然と人とで創るやすらぎのまち」の実現を目指して、健康づくり計画

「健康はっぽう２１」等関連する計画との整合性を図りながら、食育を具体的に推進するための行動計

画です。

≪計画の位置づけ≫

健康増進法

八峰町総合振興計画 健康日本２１

安心して健やかに暮らせるやすらぎのまちづくり

快適で安全な暮らしを支えるまちづくり

豊かな自然と共生するまちづくりま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

未来につながる活力ある産業づくり

健康あきた２１

健康はっぽう２１
（健康増進計画）

食育推進基本計画

秋田県食育推進計画

八峰みんなの食育プラン
（食育推進計画）

食育基本法

次代育成支援行動計画 障害者計画 障害福祉計画
地域福祉計画 老人福祉計画・介護保険事業計画
その他の関連計画

町民とつくるパートナーシップのまちづくり

彩り豊かな文化とふるさとをささえる人づくり

６次産業化・地産地消法
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・朝食を毎日食べる人

を増やす

・３食食べる人を増や

す

・自分に合った食事量

を知り食べる人を

増やす

・好き嫌いなくバラン

スが良い食生活を

する人を増やす

・減塩・薄味を心がけ

る人を増やす

・食物を大事にする人

を増やす

・生産や調理に関わる

人々に感謝の意を

表せる人を増やす

・食に関する体験活動

をする機会を増や

す

・郷土料理を伝承する

人を増やす

・郷土料理を知ってい

る人を増やす

・年齢に合った食事の

お手伝いができる

こどもを増やす

・団らんの場が自然に

しつけの場になっ

ている家庭を増や

す

・１日１回は家族で食

事をとる家庭を増

やす

・食への関心を持つ人

を増やす

・食品表示を確認して

購入する人を増や

す

・地産地消について理

解し、説明できる人

を増やす

・地元の食材を意識し

て使用する人を増

やす

３.計画の方向性

この計画では、めざす姿の実現のために、大きく４つの分野における指標を設定し、それぞれが関わ

り合いながら、１人ひとりが生涯にわたる体とこころの健康づくりに取り組み、食育を推進します。ま

た、国、県で示している目標を踏まえて実践していきます。

４．計画の期間

新型コロナウイルス感染症の流行により、外食機会や人との交流機会が減少し、在宅時間や家庭で食

事をする機会が増加するなど、生活環境や食を見つめ直す機会となりました。また、国の第４次食育推

進基本計画では、当該感染症の長期にわたる影響を考慮し、重点事項の１つとして、「持続可能な開発

目標(SDGｓ)」の考え方を踏まえ、「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の推進を横断的に取り

組むこととしています。

中間評価年度である令和３年度において、この計画の前半期間の活動を振り返り、課題を明確にして、

国や県の動向を踏まえ、目標達成に向けた取組方法の検討を行うことを目的として、中間評価を行いま

した。

いただきます！ 白神の自然がつくる産物を

～ 世代を越えて育む食文化 ～

め
ざ
す
姿

分

野

指

標

目
的

健やかな食生活
食への感謝

食文化の伝承
家族の団らん

食の安心・安全

地産地消

・正しい食の知識

を持ち、和食の

良さを見直し実

行しよう

・みんなで楽しく

食事のお手伝い

をしよう

・家族で楽しく食

事をしよう

・食に感謝する気

持ちを持とう

・食文化を伝えよう

・食の情報を見分

ける知識を身に

つけよう

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

見直し

次期
計画

中間
評価

計
画
推
進
の
流
れ

見直し
　

H23年3月 八峰みんなの食育プランの推進

H30年3月 第２次八峰みんなの食育プランの推進



- 3 -

第２章 分野別中間評価と第２次計画取組内容

1.中間評価の結果概要

R７年の目標値と中間現状値を比較し、目標を達成できたものは４項目(◎で示す)でした。

２次計画策定時の値と中間現状値を比較し、改善または同程度だったものは 1７項目(〇・△で

示す)、悪化したものは８項目(×で示す)でした。

中間評価を実施し、目標達成に向けて目標値、分野別取り組みのアイデアの一部を修正しまし

た。

2次計画

策定時値
中間現状値 中間評価

見直し後の

目標値
目標

H2８ Ｒ３ 達成度 Ｒ７ Ｒ７

大人 75.3% 70.4% × 80% 95%

園児 92.8% 92.6% △ 95% 100%

児童 94.1% 97.2% 〇 98% 100%

生徒 87.2% 80.8% × 90% 100%

大人 79.5% 64.2% × 80% 95%

園児 91.6% 92.6% 〇 95% 95%

大人 90.4% 67.9% × 95% 95%

園児 62.7% 45.7% × 70% 80%

自分に合った食事量を知り、食べる人を増やす 大人 80.7% 88.9% 〇 90% 90%

減塩・薄味を心がける人を増やす 大人 79.5% 80.3% ◎ 85% 80%

大人 86.7% 96.3% 〇 97% 100%

児童 77.9% 87.4% 〇 90% 100%

生徒 71.3% 94.5% 〇 95% 100%

大人 83.1% 86.4% 〇 90% 98%

園児 88% 86.4% △ 90% 100%

児童 74.4% 86% 〇 90% 100%

生徒 80.9% 87.7% 〇 90% 100%

食に関する体験活動をする機会を増やす 園児 100% 100% ◎ 100% 100%

郷土料理を伝承する人を増やす(郷土料理を作ったり食べ

たりする人を増やす)
大人 49.4% 23.5% × 50% 70%

郷土料理を知っている生徒を増やす 生徒 72.8% 65.8% × 80% 90%

園児 84.3% 85.2% 〇 90% 91%

児童 69.8% 83.1% ◎ 85% 80%

生徒 57.4% 69.9% 〇 70% 70%

団らんの場が自然にしつけの場になっている家庭を増やす
園児
大人

84.3% 95.1% 〇 98% 98%

1日1回は家族で食事をとる人を増やす
園児
大人

65.1% 79% ◎ 80% 75%

食に関する関心を持つ人を増やす 大人 86.8% 80.3% × 90% 93%

食品の表示を確認して購入する人を増やす 大人 78.3% 81.5% 〇 85% 91%

地産地消について理解し説明できる人を増やす 大人 73.5% 75.3% 〇 80% 80%

地元産の食品を意識して使用する人を増やす 大人 45.7% 51.9% 〇 60% 57%

健
や
か
な
食
生
活

食
へ
の
感
謝
・
食
文
化
の
伝
承

食
の
安
心
・
安
全
、

地
産
地
消

分
野

指標

家
族
の
団
ら
ん

対象

朝食を毎日食べる人を増やす

３食食べる人を増やす

好き嫌いなくバランスよく食べる人を増やす

食物を大事にする人を増やす
(食べ残しを「もったいない」と思う人を増やす)

生産や調理に関する人々に感謝の意を表せる人を増やす

(「いただきます」「ごちそうさま」の挨拶をする人を増や

す)

年齢に合った食事のお手伝いができる子どもを増やす



- 4 -

2.分野別中間評価と取り組みのアイデア

分野１.健やかな食生活(正しい食の知識を持ち、和食の良さを見直し実行しよう)

私たちの食生活は、世の中が便利になる一方で、栄養バランスや生活リズムの乱れを招き、生

活習慣病の増加が深刻になっています。食に関する情報が氾濫している今こそ、１人ひとりが食

に関する正しい知識を持ち、食を適切に選ぶ行動が求められています。

白神の自然に恵まれた豊かな海の幸、山の幸を活かした食生活のよさを見直すとともに、正し

い食習慣、知識を身につけ、和食の良さを見直すことを目標としています。

(1)指標の達成状況と評価

中間現状値の評価としては、評価項目 10 項目のうち、前回とほぼ横ばいか改善がみられたも

のは５項目あり、改善がみられなかったものは５項目でした。

「朝食を毎日食べる大人」の割合が前回よりも減少しましたが、特に好き嫌いなくバランスよく

食べる「大人」「園児」の割合が減少しました。

減塩・薄味を「心がけている」「どちらかといえば心がけている」人の割合は増加し、目標を

達成しました。

(2)今後の課題

２次計画策定時も課題となった、子ども園保護者世代の朝食の欠食割合がさらに増加しまし

た。保護者の食生活は子どもへも影響するため、保護者世代を中心に栄養バランスに配慮した

食生活や、基本的な生活習慣の大切さの理解を深める取り組みを進める必要があります。

減塩・薄味を心がける人の割合は増加しましたが、秋田県民健康・栄養調査によると、秋田県

の食塩摂取量は成人１日当たり 10.6g/日(H28)と全国平均に比べ高い状況にあります。そのた

め、自分に合った食事量を知り、適正体重の維持や減塩を意識した食生活を送り、生活習慣病の

予防や改善に努める取り組みを進める必要があります。

◎…目標達成
○…H２８ ２次計画実績値より改善がみられたもの
△…H２８ ２次計画実績値とほぼ横ばいであったもの
×…H２８ ２次計画実績値より改善がみられないもの

中
間
評
価

2次計画

策定時
中間現状値 中間評価

見直し後の

目標値
目標

H2８ Ｒ３ 達成度 Ｒ７ Ｒ７

大人 75.3% 70.4% × 80% 95%

園児 92.8% 92.6% △ 95% 100%

児童 94.1% 97.2% 〇 98% 100%

生徒 87.2% 80.8% × 90% 100%

大人 79.5% 64.2% × 80% 95%

園児 91.6% 92.6% 〇 95% 95%

大人 90.4% 67.9% × 95% 95%

園児 62.7% 45.7% × 70% 80%

自分に合った食事量を知り、食べる人を増やす 大人 80.7% 88.9% 〇 90% 90%

減塩・薄味を心がける人を増やす 大人 79.5% 80.3% ◎ 85% 80%

分
野

指標 対象

朝食を毎日食べる人を増やす

３食食べる人を増やす

好き嫌いなくバランスよく食べる人を増やす

健
や
か
な
食
生
活
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(３)取り組みのアイデア

目 標 家 庭 学校・子ども園 地域・行政

朝食を毎日食べる人

を増やす

・早寝早起きをする

・朝食をしっかり食べ

られるよう、夕食後

の間食に気を付ける

・早寝早起きの大切さ

を教える

・朝食の効果や大切さ

を教える

・規則正しい生活習慣

を啓発する

３食食べる人を増や

す

・３食食べる

・間食を工夫して摂る

（幼児・高齢者）

・３食食べる大切さを

教える

・アレルギー除去食を

提供する

・セレクト給食を実施

する

・１人暮らし、高齢者に

「食べていますか」

と声をかける

・生涯学習と連携する

事業を企画する

自分に合った食事量

を知り食べる人を増

やす

・体重管理をしっかり

行う

・家族の人数にあった

食事量を作る

・１人分ずつ盛り付け

をし、食べ過ぎを予

防する

・給食を通して食べる

量を教える

・食の教育に力を入れ

る

・保護者・児童・生徒が

スポーツ栄養につい

て学ぶ

・運動するための体作

りレシピを学ぶ

・食に関する教室を実

施する

・食育情報を提供し、意

識を高める

・学校等と連携して講

習会などを行う

好き嫌いなくバラン

スが良い食生活をす

る人を増やす

・家族で食生活や生活

リズムについて話し

合う

・野菜づくりや料理の

手伝い（体験）をさせ

る

・給食や授業・行事を通

して好き嫌いなく食

べることの大切さを

教える

・給食を通して薄味な

ど様々な調理法や味

に慣れさせる

・親子クッキング教室

を継続し、昔ながら

のレシピや和食作り

を学ぶ

・農園等で野菜を育て、

食への関心を深める

・食事バランスガイド

を普及させる

・生活習慣病予防や栄

養改善教室を開催す

る

・未就園児を持つ保護

者に箸の持ち方を教

える

・児童クラブの子供た

ちに調理実習の体験

をさせる
減塩・薄味を心がけ

る人を増やす

・子どものうちから素

材 の 味 を 教 え 、 減

塩・薄味を心がける

＊セレクト給食
献立の一部を自分自身で選択する給食形態。自

分自身で選択することで、食べ物に対しての興

味関心を高め食生活や自己健康管理に役立つ。
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分野 2.食への感謝、食文化の伝承(食に感謝する気持ちを持とう、食文化を伝えよう)

故郷の食文化や技術を伝承していくためには、あらゆる世代で八峰町の食文化に関心を持ち、

その素晴らしさを理解することが重要です。これまで食文化や技術を伝承してきた人々に敬意を

表し、学び、次の世代へ伝えていくことを目標にします。

料理が大変な苦労の末に食卓に並ぶことを理解できる人は、目の前の料理を粗末にできません。

食べ物（生命）をいただくという感謝の念を抱き、「いだだきます」「ごちそうさま」の挨拶が、

食の基本となります。

(1)指標の達成状況と評価

中間現状値の評価としては、評価項目 10 項目のうち、前回とほぼ横ばいか改善がみられたも

のは８項目あり、改善がみられなかったものは２項目でした。

前回は「生産や調理に関する人々に感謝の意を表せる人」の「児童」の食事時あいさつが課題

でしたが、今回は園児はほぼ横ばいでしたが、他の世代では増加しました。

郷土料理に関する項目の低下がみられました。

(2)今後の課題

私たち１人ひとりが食物や生産・調理に関わる人への感謝の気持ちを持ち、日々の生活の中で

自分ができることを考え、食べ残しを減らすなど「食品ロスの削減」に向けた取り組みを実践す

ることが大切です。

「郷土料理を伝承する人や知っている人」の割合が減少していますが、食文化を次世代に伝え

ていくためには、まず自分たちの食文化に関心を持ち、その素晴らしさを理解することが必要で

す。そして、郷土料理を調理し、食べることにより、次世代へ受け継がれていくため、今後も継

続した取り組みを進める必要があります。

2次計画

策定時
中間現状値 中間評価

見直し後の
目標値

目標

H2８ Ｒ３ 達成度 Ｒ７ Ｒ７

大人 86.7% 96.3% 〇 97% 100%

児童 77.9% 87.4% 〇 90% 100%

生徒 71.3% 94.5% 〇 95% 100%

大人 83.1% 86.4% 〇 90% 98%

園児 88% 86.4% △ 90% 100%

児童 74.4% 86% 〇 90% 100%

生徒 80.9% 87.7% 〇 90% 100%

食に関する体験活動をする機会を増やす 園児 100% 100% ◎ 100% 100%

郷土料理を伝承する人を増やす(郷土料理を
   作ったり食べたりする人を増やす)

大人 49.4% 23.5% × 50% 70%

郷土料理を知っている生徒を増やす 生徒 72.8% 65.8% × 80% 90%

分
野

食
へ
の
感
謝
・
食
文
化
の
伝
承

食物を大事にする人を増やす
 (食べ残しを「もったいない」と思う人を増
   やす)

生産や調理に関する人々に感謝の意を表せる
人を増やす(「いただきます」「ごちそうさ
ま」の挨拶をする人を増やす)

指標 対象

◎…目標達成
○…H２８ ２次計画実績値より改善がみられたもの
△…H２８ ２次計画実績値とほぼ横ばいであったもの
×…H２８ ２次計画実績値より改善がみられないもの

中
間
評
価
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(３) 取り組みのアイデア

目 標 家 庭 学校・子ども園 地域・行政

食べ物を大事にする

人を増やす

・家族みんな残さずに

食べる

・外食の時も食べきる

・会食で食べきれない

ものは家に持ち帰る

・食べ物を粗末にしな

いように子どもに食

べ物の大切さを教え

る

・食べやすいように調

理を工夫する。

・食材は必要な量だけ

購入する

・食材の買い物を子ど

もと一緒に行う機会

を作る

・子ども園では、楽しく

食事することを伝え

る

・学校では、食べ残しが

無駄であることを指

導する

・給食委員会（児童・生

徒）が呼びかける

・食育ボランティアへ

の積極的な参加を勧

める

・食べ物を無駄にする

ことによる経済的損

失を理解させるため

の広報活動を強化す

る

・地元業者に対する無

駄のない会食等の提

案を支援する

生産や調理に関わる

人々に感謝の意を表

せる人を増やす

・子どもと一緒に買い

物に行く機会を増や

す

・食事の際、誰が作った

食材かを話しながら

楽しんで食べる

・毎日食事を作ってく

れる家族に感謝して

食べる

・いただきます、ごちそ

うさまの挨拶をする

・給食の地場産物活用

を推進する

・給食センターの方々

に手紙等で感謝の気

持ちを伝える

・給食時に地場産物に

関するお話をする

・生産者の顔が見える

ような販売方法を支

援する

・パッケージ・陳列など

の工夫をする

食に関する体験活動を

する機会を増やす

・家事手伝いを積極的

にする

・料理を作る

・食事の後片付けをす

る

・食育ボランティアや

ＪＡ青年部等との世

代間交流を通じて、

農業体験・漁業体験

を実施する

・食育教室を開催する

・総合的な学習で実施

している伝統食（巻

寿司、きりたんぽ、麦

巻）体験を継続する

・体験活動の出来る地

元業者への要請を支

援する

・貸出農園(世代間等交

流農園)を継続する

郷土料理を伝承する

人を増やす

・季節や行事に即した

家庭料理・地域料理

を大切にする

・郷土料理を子どもと

一緒に作り、食べる

機会を増やす

・給食で郷土料理を取

り入れる

・郷土料理の歴史を調

べ、その良さを知る

・郷土料理を食べる、知

る機会を提供する

・郷土料理のレシピを

紹介する

・郷土料理を特産化す

る

・体験学習の機会を増

やす
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分野３. 家族の団らん(みんなで楽しく食事のお手伝いをしよう、家族で楽しく食事をしよう)

食事は、本来楽しいものです。子どもは、食卓で家族とともに食べ、会話することで食の楽し

を知ります。そのため大人は、食を楽しくするための努力が欠かせません。食卓が楽しいことは、

何よりのご馳走となります。大人は子どもの食に責任をもち、自らがお手本となって、料理の技

術や食卓のマナーを伝えることが求められます。

食を通して家族とのふれあいを大切にし、基本的なしつけの場となることを目標とします。

(1)指標の達成状況と評価

中間現状値の評価としては、評価項目５項目全てで前回同程度か改善がみられました。

「年齢に合った食事のお手伝いができる児童」、「１日１回は家族で食事をとる人」の割合は

目標を達成しました。

(２)今後の課題

今回調査では、「家族で食事をとる人」の割合が増加しました。しかし、新型コロナウイルス感

染症の長期間にわたる影響により、より一層家庭での食育が重要となると考えられます。そのため、

家族がそろって食事をすることは、コミュニケーションがとれ、子どものしつけやマナーを学ぶこ

とにもつながるため、今後も継続した取り組みが必要です。

◎…目標達成
○…H２８ ２次計画実績値より改善がみられたもの
△…H２８ ２次計画実績値とほぼ横ばいであったもの
×…H２８ ２次計画実績値より改善がみられないもの

 
中
間
評
価 

2次計画

策定時
中間現状値 中間評価

見直し後の

目標値
目標

H2８ Ｒ３ 達成度 Ｒ７ Ｒ７

園児 84.3% 85.2% 〇 90% 91%

児童 69.8% 83.1% ◎ 85% 80%

生徒 57.4% 69.9% 〇 70% 70%

団らんの場が自然にしつけの場になっている
家庭を増やす

園児
大人

84.3% 95.1% 〇 98% 98%

1日1回は家族で食事をとる人を増やす
園児
大人

65.1% 79% ◎ 80% 75%

分
野

指標 対象

家
族
の
団
ら
ん

年齢に合った食事のお手伝いができる子ども
を増やす
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(３) 取り組みのアイデア

目 標 家 庭 学校・子ども園 地域・行政

１日１回は家族全員

で食事をとる人を増

やす

・１日１回は家族で食

事するように心がけ

る

・家族で一緒に調理や

食事をする時間を大

切にする

・祭事、祝い事、行事等

を話題にし家族で食

事する

・家族みんなで食事を

することの大切さに

ついて保護者の理解

を深める（PTA や行

事 な ど で 呼 び 掛 け

る）

・家族の団らんをテー

マとした講演会を開

催する

年齢に合った食事の

お手伝いができるこ

どもを増やす

・子どもと一緒に食事

の準備、後片付けを

する

・ほめる、感謝する（家

族の一員として役立

っていることを意識

させる）

・給食の準備や後片付

けをする

・食に関する体験をと

おしてみんなで協力

して調理をする大切

さを教える

・なべっこ遠足・親子ク

ッキンクﾞ教室を実

施する

・親子料理教室を開催

する

・子ども向けレシピや

お手伝いの大切さに

ついて情報発信する

団らんの場が自然に

しつけの場になって

いる家庭を増やす

・テレビを消して家族

で話をする日を設け

る

・楽しいおしゃべりと

ともに、よく噛んで

ゆっくり食べる

・食後にみんなで歯み

がきをする

・給食を通して基本マ

ナーを教える

・団らんのアイデアコ

ンクールを開催し、

募集したアイデアを

給食だよりや学校だ

よりで紹介し、家庭

に伝える

・図書室に食育コーナ

ーを設ける

・アイデア応募作品を

広報に掲載する
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中
間
評
価 

分野４.食の安心・安全、地産地消(食の情報を見分ける知識を身につけよう)

(1)指標の達成状況と評価

中間現状値の評価としては、評価項目４項目のうち、「食に関する関心を持つ人」の割合以外

は改善がみられました。

(２)今後の課題

食に関する関心が「とてもある」「ある」人の割合は低下しました。より多くの人の「食」へ

の興味・関心を高め、「食」を大切にする意識づけにつなげるためには、デジタルツール等を活

用した情報発信も検討が必要です。

地産地消については、八峰町産、秋田県産を意識して購入することにより、地場農産物の消費

を拡大し、地元の農業や漁業を応援することにもつながるため、継続した取り組みが必要です。

2次計画

策定時
中間現状値 中間評価

見直し後の
目標値

目標

H2８ Ｒ３ 達成度 Ｒ７ Ｒ７

食に関する関心を持つ人を増やす 大人 86.8% 80.3% × 90% 93%

食品の表示を確認して購入する人を増やす 大人 78.3% 81.5% 〇 85% 91%

地産地消について理解し説明できる人を増やす 大人 73.5% 75.3% 〇 80% 80%

地元産の食品を意識して使用する人を増やす 大人 45.7% 51.9% 〇 60% 57%

分
野

指標 対象

食
の
安
心
・
安
全
、

地
産
地
消

◎…目標達成
○…H２８ ２次計画実績値より改善がみられたもの
△…H２８ ２次計画実績値とほぼ横ばいであったもの
×…H２８ ２次計画実績値より改善がみられないもの
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(３) 分野別取り組みのアイデア

目 標 家 庭 学校・子ども園 地域・行政

食に関する関心を持

つ人を増やす

・食の安全について事

件 や ニ ュ ー ス も 含

め、正しい情報かを

見極めながら家族で

話題にする

・食品表示や添加物に

ついての勉強会に参

加する

・食材等の産地や流通

ルートについて学ぶ

・食品添加物や農薬等

について学ぶ

・実際に食材に触れる

ことで、感触やにお

い等を実感する

・食品の安全や食品表

示に関する講習会を

開催する

・意見交換会等を開催

する

・ホームページ、ちら

し、ポスター等によ

り情報発信する

食品の表示を確認し

て購入する人を増や

す

・食品の表示（産地・期

日等）を正しく理解

する

・親が子どもと一緒に

表示を見ながら食品

を購入し話をする

・身近な食品表示につ

いて学習する

・給食だよりで保護者

に情報提供する

・八峰町産表示を徹底

する

・地元農水産物を利用

した講習会やコンク

ールを開催する

・地元農水産物旬情報

を発信する

地産地消について理

解し、説明できる人

を増やす

・家庭で地元産の野菜

や魚について話題に

する

・食卓に上る食材の産

地について家族で話

をする

・地産地消について学

習する

・地元農水産物の品目

等を調べる

・ＪＡ、ひより会、おら

ほの館代表者等が活

動を伝える

・特産品を販売 PR す

る

・地元農水産物取扱店

舗をマップ化して紹

介する

・祭りやイベントで試

食コーナーを設けて

ＰＲする

・ホームページ、ポスタ

ー等で地産地消につ

いて情報発信する

八峰町産、秋田県産

を意識して食品を購

入する人を増やす

・地元産を取り扱う商

店や産直を利用する

・収穫祭や特産品を扱

うイベントに参加す

る

・親が子どもと一緒に

買い物に行き、地元

農水産物を選ぶ

・地場産給食を実施し、

地元農水産物を紹介

する

・生産者との交流の

場を設定する

・納品業者の方たちの

給食試食会を実施す

る
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３.食育に関する指標・目標値

〔町現状値〕R３年８月実施 こども園保護者・町内小学５～６年生及び中学１～２年生「食に関する調査結果」
〔秋田県目標値〕第４期秋田県食育推進計画「推進の指標」

（※１）令和２年度年度能代市山本郡発育と疾病異常統計

（※２）令和元年度特定健康診査・保健指導実施結果集計表(総計)
（※３）秋田県学校教育庁保健体育課「学校給食物資使用調査」

（※４）おらほの館・産直ぶりこ(産直部門・食堂部門合算) R1年売上額

指 標 単位
秋田県現状

値(R１)

秋田県目標

値(R7)

八峰町現状

値(R3)

見直し後の

目標値(R7)

八峰町

目標値

１日１回はみんなで食事をする割合

対象：子育て世代
％ 97.1 100 79 80 75

朝食の摂取率 対象：小学 5～６年生

（毎日食べる） 中学生
％

88.9

85.9

92

90

97.2

80.8

98

95
95

食塩の摂取量（1 人 1 日） 対象：成人 ｇ
10.6

(H28)

8 未満

(R４)
― 8 未満 8 未満

野菜の摂取量（1 人 1 日） 対象：成人 ｇ
276.3

(H28)

350 以上

(R4)
― 350 以上 ３５０以上

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回

以上の者の割合 対象：子育て世代
％ 56.6 80 83.6 90 90

肥満傾向児の出現率 対象 小学校男子

小学校女子
％

11.2

9.6

7.1

6.1

9.４

10.3(※1)

7.6

6.7

7.6

6.7

メタボリックシンドロームの該当者及び予備軍

対象：４０～７４歳
％

30.3

(H30)
20.9 30.6(※２)

現状値

より減少

現状値

より減少

食品の安全・安心及び食品表示に関するセミナー

等への参加者(年間)
人 3,595 2,000 ― 130 人 130 人

学校給食における地場農産物の活用状況

(野菜１５品目重量割合)
％ 32.1 35.0 52.4(※３)) 65.0 65.0

直売施設販売額（県内・町内） 億円 46.1 50 １.８(※４) 増加 増加

農業体験学習の実施率

（幼稚園・保育所・認定子ども園・小学校）
％ 96.3 100 100 100 100

食育ボランティアが行う食育活動への参加人数 人 25,767 28,000 － 40 40
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・家族で楽しく食事をする

・食に感謝する気持ちを持つ

・正しい食の知識を持ち実行する

・みんなで楽しく食事のお手伝いをする

・食の情報を見分ける知識を身につける

・地産地消を推進する

・和食の良さを見直す

・食文化を伝える

第３章 食育の推進について

食育の推進は、町民一人ひとりが食育を正しく理解し、めざす姿の実現に向けて、4

つの分野に取り組んでいくことが基本となります。そのためには、個人の力だけでなく、

周囲の支援や連携した推進体制の確立が欠かせません。八峰町では、町民、産業団体、子

ども園、学校、関係機関、行政が計画の実施や推進について協働することで、食育への取

り組みを推進していきます。

家 庭 学校・子ども園

地域・産業団体
ボランティア

行 政
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１ 家庭における推進

２ 子ども園・学校等における推進

家庭は、食に関わる最も中心的な場であり、食育の基本となります。家庭が食生活、生活

習慣、食文化などを次の世代へ受け継いでいく重要な役割を担っていることの認識を深め、

子どもを中心に家族ぐるみで食と健康に関する高い意識を持つことが重要です。

・家族が揃った食卓で交流を図り、望ましい食習慣やマナー、食に関する正しい知識の習得

に努めます。

・朝食の欠食をなくし、規則正しい生活リズムを確立することなどを通して、生活習慣病を

予防し健康増進に努めます。

・基本的な調理技術を高め、家庭の食事が持つ力を強めます。

・日本食の良さやゆっくり食べることの良さを見直し、心にゆとりある生活と家族の団欒を

通して、食事の楽しさを伝えることに努めます。

・生産者の顔が見える安心できる食材を利用することにより、地産地消に取り組みます。

・食品の安全性について関心を持ち、食卓の安心・安全を守ります。

・郷土料理や行事食を家族で作り、家庭の味を伝えます。

子どもたちが正しい食生活を送るための教育を進めるには、家庭だけでなく、学校、子ど

も園等が大きな役割を担っています。家庭や地域と連携を図り、大人になるまでの子どもた

ちの生活の場を食育の場とします。

・食事の基本マナーや、健康との関わり等についての理解を深めるために、食に関する指導

内容や方法を工夫します。

・学校、子ども園等の給食の献立に地場産食材を積極的に利用したり、郷土料理や行事食を

取り入れたりすることにより、地域産業や郷土の食文化への関心を高めます。

・各教科や総合的な学習の時間、保育時間の中で、調理実習や農林漁業体験等や生産者との

交流活動を取り入れることにより、食への関心を深めるとともに、食を大切にする心や態

度を養います。

・給食だよりの配布や給食試食会の実施、食に関する講演会等を通して、食に関する情報を

提供し、食育の大切さを家庭に働きかけます。

・学校においては、全職員が連携して食育指導を進めることにより、子どもの健康増進や学

習意欲の向上を図ります。

・食物アレルギー児など、一人ひとりの食の支援に取り組みます。
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３ 地域における推進

４ 行政における推進

食育を地域で推進するには、家庭や学校での推進はもとより、地域が一体となって取り組

むための体制が求められます。食生活の見直しや、食文化の伝承、地産地消の取り組みな

ど、各地域の実情に応じて家庭、学校、企業、生産者、関係機関、町民団体、ボランティア

等が連携し、できるだけ多くの町民が参加して進めることが重要です。

・世代間の交流の機会を増やし、地域の伝統行事や作法と結びついた食文化、地域の産物、

伝統食・郷土料理の伝達に努めます。

・農業体験、漁業体験等を通じて、生産者と消費者との交流を深めます

・地産地消を実践し、新鮮で栄養価の高い地元の旬の食材の確保に努めます。

・地域のボランティア活動を理解し、協働します。

・高齢者の孤食に対応するため、交流の場を作ります。

食育を通じて健康づくりや生活習慣病の予防を推進するため、町民への情報提供や普

及・啓発に努めます。

・行政、農林漁業、食品産業、ボランティア団体等関係機関との情報・意見交換等により各

関係機関の連携した食育推進体制の整備、連絡調整を図ります。

・食の体験活動、消費者と生産者の交流活動などの機会創出に努めます。

・生産に関わる場を提供し食育への関心を高めるように努めます。

・食の安全性、栄養、食習慣に関する知識と理解を深めるために、講習会・リーフレット等

による情報提供に努めます。

・地産地消を進めるために、生産基盤である農林水産業の振興や、流通機関の整備に努めま

す。

・地産地消の推進に向け、パンフレット等を活用して地元農水産物の紹介や取扱店舗等の

情報提供に努めます。

・郷土料理を特産品化する取り組みを進めます。
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５ 行政事業一覧

八峰町では、次のように食育推進に関わる取り組みを実施しています。

目標分野 具体的取り組み 担当課

健やかな食生活

和食を中心とした献立の作成
子ども園

給食の機会を利用した食事マナーと栄養指導

栄養改善推進員の育成

福祉保健課

成人健康教室（生活習慣病予防教室）

特定保健指導

離乳食教室（実習）の開催

乳児・1 歳半・2 歳・3 歳児健康診査、1 歳児健

康相談時の栄養指導・う歯予防指導

親子クッキング教室

子ども園・小学校での歯科教室

食への感謝

食文化の伝承

さつまいも栽培体験 子ども園・農林振興課

プランター・花壇での野菜作り体験
子ども園

給食に収穫野菜を提供

給食メニューに伝統食提供 学校給食共同調理場

給食に伝統食、行事食提供 子ども園

家族の団らん

給食だよりの発行 学校給食共同調理場

保育参観で親子クッキング
子ども園

献立表・食事だよりの発行

食の安心・安全 ふれあい農園の貸し出し 農林振興課

地産地消

学校給食に地場産物使用の推進 学校給食共同調理場

地域の産直の見学

子ども園地域の田畑を見ながらのお散歩

漁港に行き地元で捕れる魚の見学
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６ 学校事業一覧
小中学校では、「食に関する指導全体計画」・「総合的な学習の時間全体計画」を元に食育を

実践しています。

目標分野 具体的取り組み 学校

健やかな食生活

給食試食会 小学校

給食指導

全学校学校保健委員会

児童・生徒委員会活動

親子食育教室「親子クッキング教室」 小学校 1 年親子

食への感謝

食文化の伝承

総合的な学習時間（梨・生薬・米・そば等の収穫体験）

全学校郷土食・特産品（だまこづくり体験）

JA 食農体験教室

地産地消

修学旅行時の八峰町特産品ＰＲ 小学校

職場見学

八峰町特産品ＰＲ・販売活動

商品開発（八峰町特産品を活用）

生産者・産直への取材活動

中学校


